
             第２表  開口部の有効寸法  
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 注  1 A及びC=0.5D 

  2 Aは50㎝の円の内接 

   又は1mの円の内接 

Ｂ×Ｃ とする。 

なお、次の寸法以上の場合は５０㎝ 

以上の円が内接するものと同等以上 

として取り扱うことができる。 

Ｂ＝1.0ｍ(0.65ｍ) 以上 

Ｃ＝0.45 ｍ(0.4ｍ) 以上 

(  )内は、バルコニー等がある場合。 

 

 

                                   



  

 

外
壁
面
に
バ
ル
コ
ニ
ー
等
が
あ
る
場
合 

 

 

 

B            天井 

      C        開 

                口  

て            A      部  

す    

り 

 

 

Ａの部分とする。  

なお、Ｂは１ｍ以上で、てすりの  

高さは１．２ｍ以下とする。  

バルコニーの幅員は概ね６０㎝以  

上の場合に限る。これによりがた  

い場合は、Ｃを開口寸法とする。  


